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＜連絡事項＞
・特記なし

＜入室状況＞
【入院】
・晴山　美智子様～東病棟Bユニット1号室

【転出】
・吉田　光枝様～東病棟Dユニット20号室→西病棟Bユニット23号室
・八森　啓子様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット30号室


＜患者様連絡事項＞
・豊田 亨司様～転倒みられ歩行状態不安定、安全のため田名部Drへ報告。安全ベルト使用許可あり。

・前川原　千尋様～内科持参薬、当院切替にて継続処方あり。

・宮村 武彦様～不眠時、不穏時のIFオーダー追加。

・下道　啓子様～体温39.3℃ありセット3採血指示あり実施。白血球、CRP上昇あり臨時薬レボフロキサシン錠500mg1T1×夕にて6日分処方、経過観察指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・和田　純弥様～終日隔離中。午前9：00～午後16時の開放観察実施。開放中自室から出ることなく、衣類に包まり臥床して過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。午前9：00～午後16時の開放観察実施。開放中布団を被って臥床して過ごし、自室から出ることなく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。妄想言動聞かれるが、不穏興奮なく他者トラブルなく経過。開放終了時も拒否抵抗なく応じることができ、自室内で静穏に過ごしている。身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中他室侵入、弄り繰り返し自制できず、早めに開放観察終了となる。私物引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・下道 ユミ子様～身体拘束中。今朝体温39.3℃あったが、解熱している。バイタ異常なし。熱感、筋硬直なし。体調伺うと無言で首を横に振る様子。昼の経管栄養はトラブル無く実施。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～適宜頓服を使用する事で他者トラブル無く経過。引き続き、措置解除に向けて援助を行っていく。

・木村　聡様～夜間中途覚醒後再入眠困難感訴え適宜頓服薬使用している。妄想言動や逸脱行為、迷惑行為無く日課は送ることが出来ている。措置解除面接について10/2(水)15：00～で調整。措置解除面接後、退院の流れとなる予定。

・野田 貴志様～9/24東病棟Aユニットへ措置入院となる。対面時は滅裂言動や不穏さ無く経過。自室から出ることなく休まれている。9/27　Bユニットへ移動後も不穏さ無く経過。引き続き、措置解除に向けて援助を行っていく。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年9月27日　　14：15
　氏　　名：晴山　美智子（はれやま　みちこ）様
　生年月日：昭和41年8月22日(58歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　　訪問看護ステーション五福利用し、当院外来通院を継続中。R6年9月27日
　　内縁の夫とのトラブルがあり、妄想言動・希死的言動繰り返し落ち着かず、
　　本人を入院させて欲しいと問い合わせあり。本人へ彼氏宅ではなく自宅で
　　療養するよう説明するも本人より強い入院希望があり、症状安定目的のため
　　本日東病棟Bユニットへ任意入院となる。
　　
[bookmark: _GoBack]　※糖尿病あり、血糖測定せず経過観察の指示あり、間食許可あり。
